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千
ち だ

田 優
ゆ う こ

子 議 員

Ｑ
　�

ま
ち
な
か
タ
ー
ミ
ナ
ル
西
側
を
ツ
イ
ン
モ
ー
ル

店
内
か
ら
つ
な
げ
ら
れ
な
い
の
か
。
表
示
板
の

位
置
の
見
直
し
な
ど
、
乗
り
遅
れ
の
た
め
の
対

策
は
。

Ａ　

�

構
造
上
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ツ
イ
ン

モ
ー
ル
再
生
事
業
と
合
わ
せ
、
担
当
部
同
士
連

携
し
、
委
託
会
社
と
も
協
議
し
て
い
き
た
い
。

外
に
通
路
屋
根
を
付
け
る
こ
と
は
難
し
い
。
室

内
の
案
内
板
の
位
置
は
変
更
可
能
か
確
認
す
る
。

「
バ
ス
予
報
」
シ
ス
テ
ム
を
表
示
で
き
な
い
か

な
ど
検
討
し
て
い
く
。

　　
　　

ま
ち
な
か
タ
ー
ミ
ナ
ル
を

ま
ち
な
か
タ
ー
ミ
ナ
ル
を

　
　

も
っ
と
便
利
に
！

　
　

も
っ
と
便
利
に
！

店内からまちなかターミナル

に行けるといいな

①　�ツインモールプラザの今後の活用につ

いて

②　�まちなかターミナルの充実について

③　多様な学びの拡充について

今回の質問

居
い こ ま

駒 勉
つとむ

議 員

Ｑ
　�

お
に
丸
号
立
花
・
岩
崎
線
の
新
し
い
運
用
案
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

Ａ　

�

令
和
８
年
度
か
ら
試
験
的
に
延
伸
し
て
運
行
す

る
予
定
。
運
用
案
と
し
て
は
、
月
曜
日
は
、
煤

孫
、
水
曜
日
は
、
新
田
２
区
、
木
曜
日
は
、
岩

崎
２
区
・
新
田
１
区
方
面
を
考
え
て
い
る
。
利

用
状
況
が
芳
し
く
な
い
場
合
は
継
続
が
難
し
い

こ
と
か
ら
、
地
域
住
民
が
一
丸
と
な
っ
た
利
用

促
進
が
必
要
で
あ
る
。
必
要
が
あ
れ
ば
乗
り
方

教
室
の
開
催
な
ど
の
支
援
を
行
い
た
い
。

　　
　　

お
に
丸
号
の
利
便
性
向
上
は
、

お
に
丸
号
の
利
便
性
向
上
は
、

　
　

待
っ
た
無
し
！

　
　

待
っ
た
無
し
！

公共交通の整備は、高齢化社

会の最重要課題である

①　�持続可能な公共交通の構築について

②　�自治公民館整備費補助金について

③　北上市史編さん事業について

今回の質問

賛否が分かれた案件　第307 回 10 月臨時会議・第 308 回 12 月通常会議

第 307 回 10 月臨時会議
第 308 回 12 月通常会議

議決結果

賛否の
分かれたもの
賛成〇 反対●

賛否 北上まほろばクラブ 新清会 北新ネット 北政会
日本共産党
北上市議団 無会派

賛
　
　
成

反
　
　
対

千
田　

優
子

白
鳥　

顕
志

八
重
樫
民
德

佐
々
木　

護

平
野　

明
紀

三
宅　
　

靖

梅
木　
　

忍

齊
藤　

金
浩

居
駒　
　

勉

藤
田　

民
生

藤
原　

常
雄

高
橋　

晃
大

佐
藤　

惠
子

藤
原　
　

慶

小
田
島
德
幸

阿
部
眞
希
男

原　
　

利
光

太
田　

洋
市

高
橋　

孝
二

田
島　

清
美

髙
橋
久
美
子

安
德
壽
美
子

熊
谷　

浩
紀

小
原　

享
子

星　
　

敦
子

菊
池　
　

勝

10

月

臨

時

会

議

議案第 42 号　令和７年度北上市一般会計補正予算（第８号）

12 13 ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ● 議

議案第 41 号　北上市駐車場条例の一部を改正する条例

22 3 ● ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第 43 号　令和７年度北上市一般会計補正予算（第９号）・議案第 44 号　北上市駐車場事業特別会計補正予算（第２号）

17 8 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● 議

発議案第６号　令和７年度北上市一般会計補正予算（第９号）及び令和７年度北上市駐車場事業特別会計補正予算（第２号）に対する附帯決議

23 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第 45 号　財産（土地、建物）の取得について・議案第 46 号　財産（土地、建物）の減額貸付について

20 5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ● 議

議案第 47 号　本通り駐車場の指定管理者の指定について

24 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

12

月

通

常

会

議

議案第 53 号　北上市乳児等通園支援事業の設備及び運営の基準条例・議案第 54 号　北上市特定乳児等通園支援事業の運営の基準条例

21 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ● 議

議案第 55 号　北上市廃棄物処理等手数料条例の一部を改正する条例

20 5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ● 議

議案第 57 号　令和７年度北上市一般会計補正予算（第 11 号）

22 3 ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

（○…賛成、●…反対、議…議長＊）　＊議長は裁決に加わりません。

一
般
質
問
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田
た じ ま

島 清
き よ み

美 議 員

Ｑ
　�

当
市
の
視
覚
障
が
い
者
は
何
名
い
る
の
か
。

Ａ　
�

視
覚
障
が
い
に
よ
り
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か

ら
６
級
ま
で
取
得
し
て
い
る
人
は
計
２
５
２
人
。

Ｑ
　�
同
行
援
護
支
援
の
体
制
は
充
分
確
保
さ
れ
て
い

る
と
捉
え
て
い
る
か
。

Ａ　

�

利
用
者
の
希
望
に
沿
っ
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
お

お
む
ね
で
き
て
い
る
も
の
の
、
人
材
不
足
に
よ

り
新
規
利
用
者
の
受
け
入
れ
が
難
し
い
。
利
用

の
周
知
は
、
手
帳
交
付
の
際
、
受
け
ら
れ
る
支

援
に
つ
い
て
資
料
を
用
い
て
説
明
を
し
て
い
る
。

　　
　　

同
行
援
護
支
援
制
度
の
利
用
で

同
行
援
護
支
援
制
度
の
利
用
で

　
　

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
！

　
　

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
！

自由に出かけられるよう支援を

みんなで広げられたら良いね

①　�視覚障がい者の生活を守る権利

の充実について

②　�きたかみ男女共同参画・多様性

社会推進プランについて

今回の質問

原
はら

 利
と し み つ

光 議 員

Ｑ
　�

北
上
工
業
団
地
内
へ
託
児
所
を
設
置
す
る
こ
と

で
、
今
後
増
加
す
る
働
く
保
護
者
が
、
安
心
し

て
就
労
で
き
る
。
子
ど
も
を
預
け
る
に
も
通
勤
・

退
勤
時
に
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
設
置
の

考
え
は
な
い
か
。

Ａ　

�

当
市
で
は
、
近
年
進
行
し
て
い
る
少
子
化
の
影

響
に
加
え
、
既
存
の
教
育
・
保
育
施
設
に
よ
っ

て
保
育
の
受
け
皿
が
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
る
。

通
勤
す
る
保
護
者
に
お
い
て
も
通
勤
経
路
上
の

施
設
に
預
け
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
新
た
に

託
児
所
の
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

　　
　　

工
業
団
地
内
に
託
児
所
の
設
置
を
！

工
業
団
地
内
に
託
児
所
の
設
置
を
！

働く保護者に気持ちの余裕が

できる

藤
ふ じ わ ら

原 慶
けい

 議 員

Ｑ
　�

ど
の
よ
う
な
課
題
認
識
を
持
ち
、
解
決
に
向
け

た
具
体
的
な
検
討
は
あ
る
か
。

Ａ　

�

想
定
さ
れ
る
課
題
は
、
資
料
を
研
究
で
き
る
人

材
の
確
保
、
解
説
方
法
の
継
承
お
よ
び
展
示
内

容
の
検
討
が
挙
げ
ら
れ
る
。
資
料
の
解
説
方
法

の
継
承
に
つ
い
て
、
解
説
員
の
後
継
者
育
成
の

め
ど
は
立
っ
て
い
な
い
。
解
説
員
の
言
葉
の
言

い
回
し
や
資
料
に
は
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、

詳
細
な
部
分
ま
で
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、

映
像
や
音
声
記
録
に
残
し
て
お
く
こ
と
な
ど
を

検
討
し
て
い
る
。

　　
　　

北
上
平
和
記
念
展
示
館
市
営
化
の

北
上
平
和
記
念
展
示
館
市
営
化
の

　
　

未
来
像
と
課
題
を
問
う

　
　

未
来
像
と
課
題
を
問
う

市営化を機に展示館の価値を

さらに磨いていこう！

①　�北上平和記念展示館の価値向上に

向けた市の役割と展望について

②　�未来ビジョンの具現化に向けた中

心市街地整備の進捗と展望につい

て

今回の質問

梅
う め き

木 忍
しのぶ

 議 員

Ｑ
　�

社
会
実
験
・
き
た
か
み
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル(

＊)

チ
ャ
レ
ン
ジ(

令
和
７
年
９
月
22
日
〜
28
日)

の
検
証
と
評
価
に
基
づ
く
効
果
や
課
題
は
。

Ａ　

�

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
化
に
賛
成
す

る
意
見
が
多
く
歩
行
者
数
も
増
加
し
た
。
一
方
、

交
通
規
制
で
不
便
さ
を
感
じ
た
市
民
も
一
定
数

お
り
、
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

Ｑ
　�

国
土
交
通
省
が
募
集
し
て
い
る
「
ウ
ォ
ー
カ
ブ

ル
推
進
都
市
」
に
参
画
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ　

�
今
後
の
事
業
検
討
の
参
考
に
な
る
と
考
え
、
参

画
す
る
。

　　
　　

市
の
魅
力
を
高
め
る

市
の
魅
力
を
高
め
る

　
　

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
都
市
再
生
を
！

　
　

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
都
市
再
生
を
！

近き者喜べば遠き者も喜び来

たる

①　�ウォーカブル（歩きたくなる）

まちの形成について

②　�鬼の館のリニューアルについ

て

今回の質問

＊�

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
…
ウ
ォ
ー
ク
と
エ
イ
ブ
ル
を
合
わ
せ
た
造
語
で
、
歩
き

た
く
な
る
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
る
。

①　�北上市内の生活道路の整備状況と今後

の方針について

②　�熊対策について

③　ゴミ対策（可燃ごみ）について

④　工業団地内への託児所の設置について

今回の質問
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齊
さ い と う

藤 金
か ね ひ ろ

浩 議 員

Ｑ
　�

産
業
獣
医
師
不
足
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

Ａ　
�

当
市
に
お
い
て
も
畜
産
振
興
へ
の
影
響
を
懸
念
し

て
い
る
。
こ
の
課
題
は
市
単
独
で
解
決
で
き
る
も

の
で
は
な
く
、
県
や
近
隣
自
治
体
、
関
係
機
関
と

連
携
し
て
進
め
て
い
く
べ
き
も
の
と
捉
え
る
。

Ｑ
　�

瀬
畑
線
に
架
か
る
大
橋
の
架
け
替
え
も
し
く
は
拡

幅
の
予
定
は
あ
る
か
。

Ａ　

�

当
該
道
路
は
国
道
１
０
７
号
線
と
花
巻
市
を
結
ぶ

幹
線
で
あ
り
交
通
量
も
多
く
、
こ
れ
ま
で
事
故
の

件
数
も
一
定
数
あ
る
こ
と
か
ら
改
善
の
必
要
性
は

認
識
し
て
い
る
。

　　
　　

産
業
獣
医
師
不
足
に
対
す
る

産
業
獣
医
師
不
足
に
対
す
る

　
　

取
組
強
化
が
必
要

　
　

取
組
強
化
が
必
要

獣医師一人で北上市や近隣の

家畜を診療するのは大変

①　�獣医師（産業獣医師）不足に

ついて

②　�市道 2001040 号に架かる大橋

について

今回の質問

髙
たかはし

橋 久
く み こ

美 子 議 員

Ｑ
　�

家
庭
ご
み
袋
の
製
造
配
送
保
管
業
務
を
滋
賀
県
の

事
業
者
に
委
託
し
た
経
緯
と
委
託
料
が
増
え
て
い

る
理
由
は
。

Ａ　

�

令
和
元
年
に
続
き
令
和
６
年
も
同
事
業
者
が
選
定

さ
れ
、
５
年
契
約
を
締
結
し
た
。
委
託
料
が
増
え

て
い
る
理
由
は
物
価
高
騰
や
人
件
費
の
上
昇
に
よ

る
も
の
。

Ｑ
　�

家
庭
ご
み
手
数
料
の
一
世
帯
の
年
間
負
担
額
と
家

計
へ
の
影
響
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

Ａ　

�

一
世
帯
当
た
り
４
２
４
９
円
、
一
月
当
た
り
で
見

る
と
３
５
４
円
で
妥
当
な
水
準
と
捉
え
て
る
。

　　
　　

物
価
高
対
策
と
し
て
家
庭
ご
み
手
数
料

物
価
高
対
策
と
し
て
家
庭
ご
み
手
数
料

　
　

の
引
き
下
げ
を

　
　

の
引
き
下
げ
を

県内唯一の家庭ごみ手数料化

は低所得者ほど重すぎる

①　�無医地区へ対面診療の提供を

②　�家庭ごみ袋手数料事業について

③　�市立大学設置基本構想における場

所について

今回の質問

太
お お た

田 洋
よ う い ち

市 議 員

Ｑ
　�

消
防
演
習
に
お
い
て
部
隊
訓
練
を
展
示
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
。

Ａ　

�

任
務
遂
行
に
は
厳
正
な
規
律
の
保
持
と
迅
速
で
的

確
な
秩
序
あ
る
行
動
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

必
要
な
訓
練
で
今
後
も
継
続
し
て
実
施
す
る
。

Ｑ
　�

操
法
競
技
会
は
、
輪
番
制
で
指
定
さ
れ
た
部
は
必

ず
出
場
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

Ａ　

�

２
年
に
一
度
、
割
り
当
て
る
。
部
の
都
合
で
棄
権

も
可
能
と
し
て
い
る
。

Ｑ　

�

団
員
不
足
へ
の
対
応
は
。

Ａ　

�

訓
練
や
行
事
の
見
直
し
で
団
員
の
負
担
軽
減
を
実

施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　　
　　

消
防
団
の
団
員
不
足
解
消
に
向
け
た

消
防
団
の
団
員
不
足
解
消
に
向
け
た

　
　

一
歩
と
し
て

　
　

一
歩
と
し
て

消防団、訓練・行事の見直し

で負担軽減を！

①　�北上市消防団の団員不足の解

消にむけた一歩

今回の質問

平
ひ ら の

野 明
あ き の り

紀 議 員

Ｑ
　�

行
政
連
絡
活
動
交
付
金
は
、
活
動
に
見
合
っ
た
適

正
な
形
と
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ　

�

固
定
額
と
世
帯
数
に
応
じ
た
変
動
額
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
活
動
に
応
じ
た
設
計
と
考
え
る
。
世
帯

当
た
り
の
金
額
の
違
い
の
調
整
は
慎
重
に
判
断
す

る
必
要
が
あ
る
。

Ｑ
　�

行
政
連
絡
活
動
の
現
状
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い

て
伺
う
。

Ａ　
�

自
治
会
に
よ
る
文
書
配
布
に
困
難
さ
を
抱
え
て
い

る
現
状
が
あ
る
。
負
担
軽
減
の
た
め
、
実
態
を
把

握
し
、
見
直
し
を
検
討
し
た
い
。

　　
　　

広
報
な
ど
の
配
布
の
交
付
金
は

広
報
な
ど
の
配
布
の
交
付
金
は

　
　

活
動
に
見
合
っ
て
い
る
の
か

　
　

活
動
に
見
合
っ
て
い
る
の
か

持続可能な自治会活動を一緒

に考えることが重要では

①　�北上市立大学設置の方向性に

ついて

②　�持続可能な自治会活動の支援

について

今回の質問



きたかみ市議会だより　第 140 号（令和８年１月 30 日）　　8

佐
さ と う

藤 惠
け い こ

子 議 員

Ｑ
　�

高
校
生
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
項
目
・
調
査
結
果
は
。

Ａ　
�

県
内
の
高
校
２
年
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、

進
路
意
識
や
北
上
市
立
工
科
大
学
（
仮
称
）
へ
の

進
学
希
望
な
ど
を
尋
ね
た
。
調
査
対
象
９
５
０
７

人
の
う
ち
、
高
校
生
２
６
７
６
人
、
保
護
者

１
２
８
４
人
か
ら
回
答
を
得
た
。
卒
業
後
の
進
路

は
、
高
校
生
の
48
．
１
％
、
保
護
者
の
64
．
６
％

が
大
学
進
学
を
希
望
し
、
子
ど
も
の
大
学
進
学
を

希
望
す
る
保
護
者
の
85
．
４
％
が
国
公
立
を
希
望

し
て
い
る
。

　　
　　

北
上
市
立
大
学
（
仮
称
）
設
置
の

北
上
市
立
大
学
（
仮
称
）
設
置
の

　
　

推
進
を

　
　

推
進
を

大学設置は当市の未来にとっ

て有益な手段の１つ！

①　�北上市立大学（仮称）設置に

ついて

②　安全安心な通学路について

今回の質問

白
し ら と り

鳥 顕
け ん し

志 議 員

Ｑ
　�

北
上
工
業
ク
ラ
ブ
を
中
心
に
、
今
後
の
技
能
実
習

生
の
受
け
入
れ
を
見
据
え
、
市
職
員
も
同
行
し
イ

ン
ド
視
察
に
行
っ
て
い
る
。
技
能
実
習
生
の
受
け

入
れ
に
つ
い
て
、
市
は
北
上
工
業
ク
ラ
ブ
と
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ　

�

外
国
人
材
を
雇
用
し
た
い
と
い
う
企
業
が
円
滑
に

人
材
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、
外
国
人
雇
用
に

関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
す
る
ほ
か
、
外
国

人
労
働
者
が
安
心
し
て
生
活
就
労
で
き
る
環
境
整

備
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
企
業
側
が
適
正
な
受
け
入
れ

体
制
を
構
築
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　　
　　

バ
ラ
ン
ス
を
維
持
し
て
、

バ
ラ
ン
ス
を
維
持
し
て
、

　
　

調
和
社
会
の
モ
デ
ル
を
作
る

　
　

調
和
社
会
の
モ
デ
ル
を
作
る

南インド視察に行った衝撃！

精神性は日本人と同じ

①　外国人受け入れについて

今回の質問

高
た か は し

橋 孝
こ う じ

二 議 員

Ｑ
　�

市
は
猟
友
会
と
の
協
議
は
定
期
的
な
の
か
、
緊
急

事
案
の
発
生
の
都
度
か
。
ま
た
、
猟
友
会
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
で
あ
り
、
市
と
は
対
等
の
関
係
に

あ
る
と
い
う
認
識
を
さ
れ
て
い
る
か
。

Ａ　

���

猟
友
会
か
ら
推
薦
さ
れ
て
市
長
が
委
嘱
し
た
実
施

隊
と
は
年
１
回
班
長
会
議
を
行
っ
て
い
る
。
７
月

の
人
身
事
故
を
受
け
緊
急
班
長
会
議
を
開
催
し
た
。

猟
友
会
と
の
連
携
強
化
に
つ
い
て
は
、
猟
友
会
は

猟
を
趣
味
と
し
て
い
る
団
体
で
あ
り
市
と
は
対
等

の
関
係
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

　　
　　

猟
友
会
と
の
連
携
強
化
を

猟
友
会
と
の
連
携
強
化
を

“猟友会は猟を趣味とする団

体”市長答弁にがくぜん

①　�クマによる被害の現状と被害

対応等の取組みについて

今回の質問

藤
ふ じ た

田 民
た み お

生 議 員

Ｑ
　�

岩
崎
野
球
場
は
建
築
物
最
適
化
計
画
に
お
い
て
令

和
９
年
度
に
長
寿
命
化
を
図
る
計
画
と
な
っ
て
い

る
が
、
施
設
の
改
修
内
容
は
。

Ａ　

�

長
寿
命
化
計
画
に
つ
い
て
、
当
初
令
和
９
年
度
か

ら
の
実
施
と
し
て
い
た
が
、
年
度
間
で
利
用
者
数

を
比
較
す
る
と
近
年
は
減
少
に
転
じ
て
い
る
こ
と

に
加
え
、
物
価
高
騰
な
ど
に
よ
り
整
備
に
は
高
額

な
費
用
を
要
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
現

時
点
で
は
具
体
的
な
改
修
内
容
の
調
査
検
討
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

　　
　　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
改
修
は

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
改
修
は

市民は一刻も早い改修を望ん

でいるぞ！

①　�スポーツ施設の改修について

②　�農地利用の目標地図具体化に

向けた今後の取り組みについ

て

今回の質問

インドの大学の学生の様子
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高
た か は し

橋 晃
あ き ひ ろ

大 議 員

Ｑ
　�

北
上
市
武
道
会
か
ら
、
市
に
対
し
て
要
望
書
が
提

出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
。

Ａ　

�
主
な
要
望
と
し
て
は
、
弓
道
場
の
防
矢
ネ
ッ
ト
の

設
置
、
駐
車
場
料
金
の
利
用
者
負
担
の
軽
減
を
求

め
る
も
の
で
あ
る
。

Ｑ
　�

令
和
８
年
度
当
初
以
降
の
駐
車
場
利
用
者
の
負
担

軽
減
に
つ
い
て
庁
内
協
議
を
進
め
て
い
る
と
の
こ

と
だ
が
、
令
和
７
年
度
内
に
早
急
に
対
応
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

Ａ　

�

利
用
者
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
、
前
倒
し
で
対
応

で
き
る
か
庁
内
で
検
討
す
る
。

　　
　　

武
道
館
駐
車
場
利
用
者
の

武
道
館
駐
車
場
利
用
者
の

　
　

負
担
軽
減
を
！

　
　

負
担
軽
減
を
！

早期に改善すべきだ…

①　�北上市民武道館について

②　宿泊税導入について

③　観光振興について

今回の質問

小
お ば ら

原 享
き ょ う こ

子 議 員

Ｑ
　�

人
口
減
少
７
地
区
に
対
す
る
支
援
で
、
新
築
住
宅

取
得
最
大
２
０
０
万
円
の
補
助
金
を
交
付
し
て
い

る
。
補
助
対
象
は
延
床
面
積
75
㎡
以
上
だ
が
、
国

の
長
期
優
良
住
宅
制
度
基
準
55
㎡
以
上
に
合
わ
せ

る
考
え
は
な
い
か
。

Ａ　

�

地
域
拠
点
の
形
成
な
ど
が
目
的
で
あ
り
、
２
人
以

上
の
世
帯
の
集
積
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
北
上

市
住
生
活
基
本
計
画
で
「
居
住
面
積
水
準
」
を
示

し
、
戸
建
住
宅
の
２
人
以
上
の
居
住
を
想
定
し
て

い
る
。
単
身
世
帯
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
な
い

た
め
要
件
緩
和
は
行
わ
な
い
。

　　
　　

人
口
減
少
地
域
の
住
宅
取
得
支
援
事
業

人
口
減
少
地
域
の
住
宅
取
得
支
援
事
業

　
　

の
要
件
緩
和
を
！

　
　

の
要
件
緩
和
を
！

補助金活用で、人口減少７地

区へ移住しよう！！

①　�人口減少地域における空き家対策及

び補助金制度の要件緩和について

②　�外国人講師とオンライン活用で１対

１の英会話授業の導入について

今回の質問

熊
く ま が い

谷 浩
こ う き

紀 議 員

Ｑ
　�

災
害
時
の
避
難
所
受
け
入
れ
に
デ
ジ
タ
ル
技
術

の
活
用
は
。

Ａ　

�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
利
用

に
よ
り
迅
速
な
受
付
を
可
能
に
し
、
情
報
の
一

元
管
理
が
行
え
る
な
ど
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
。

今
後
、
効
果
や
課
題
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

Ｑ
　�

福
祉
避
難
所
に
災
害
用
オ
ス
ト
メ
イ
ト
ト
イ
レ

備
蓄
の
考
え
は
。

Ａ　

�

福
祉
避
難
所
に
お
い
て
、
各
種
設
備
の
充
実
が

必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
災
害
用
オ
ス
ト
メ
イ

ト
ト
イ
レ
の
備
蓄
も
計
画
し
て
い
る
。

　　
　　

避
難
所
へ
災
害
用
オ
ス
ト
メ
イ
ト

避
難
所
へ
災
害
用
オ
ス
ト
メ
イ
ト

　
　

ト
イ
レ
の
配
備
を
！

　
　

ト
イ
レ
の
配
備
を
！

避難所では、要支援者にやさ

しい配慮を心がけて！

①　�マイナ救急の周知・啓発について

②　�ＡＥＤ利用空白時間の解消や屋外設置の推進に

ついて

③　�災害時の避難所運営の効率化とオストメイト対

策について

④　�認知症者やその家族を守るための施策について

今回の質問

星
ほし

 敦
あ つ こ

子 議 員

Ｑ
　�

気
候
変
動
や
犯
罪
・
熊
な
ど
近
年
の
状
況
変
化
に

よ
り
、
登
下
校
が
さ
ら
に
危
険
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
南
小
学
校
地
区
か
ら
も
要
望
書
が
出
さ
れ
て

お
り
、
小
学
生
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
い
う
乗

車
基
準
を
緩
和
で
き
な
い
か
。

Ａ　

�

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
目
的
は
、
遠
距
離
通
学
者
へ
の

支
援
で
あ
り
、
安
全
な
登
下
校
に
関
わ
る
責
任
は

保
護
者
に
あ
る
。
基
準
に
基
づ
き
、
平
等
に
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
事
が
公
平
性
と
考
え
る
が
、
３

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
基
準
と
な
る
停
留
所
の
位
置
に

つ
い
て
は
今
後
検
討
し
て
い
く
。

　　
　　

地
域
要
望
に
沿
っ
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス

地
域
要
望
に
沿
っ
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス

　
　

乗
車
基
準
の
緩
和
を

　
　

乗
車
基
準
の
緩
和
を

地域の実情や時代に合った柔

軟な運用が求められている

①　�スクールバス乗車基準の柔軟な

運用について

②　�災害時の命を守る教育について

③　『街に賑わい』について

今回の質問


